
今年の冬至は１２月２２日 

 

 

 

 

  

今年も残すところあと少しとなりました。風邪を引きやすい季節になりますが、クリスマスや年末年

始など楽しいイベントが盛りだくさんです。規則正しい生活や食事と睡眠を十分にとり、元気に過ごし

ましょう。 

令 和 ５ 年 １ ２ 月 号 

社会福祉法人国立保育会 国立保育園 

園 長  中澤 ゆう子 

調理担当    宮城 野間 熊谷 

 

 

12 月の目標 「食を通して行事に親しむ」 

園では、こどもたちが行事を楽しみながら、伝統的な文化に親しむ機会を作ってまいります。 

 

 

保育園のあんぱんは、手作りあんこです♪トーストに塗ったり、おはぎにしたり、ぜひご家庭でも

つくってみてください。 

あんこをつくってみよう 

一年で最も昼が短くなる冬至。運がつ

くとして「ん」のつく食べ物のかぼちゃ

(なんきん)を食べたり、ゆず湯に入った

りします。  

かぼちゃ・・・昔は夏が旬のかぼちゃ

を冬まで保存し、貴重なビタミン源と

して冬に食べました。冬至にかぼちゃ

を食べると、風邪をひかないといわれ

ます。 

ゆず湯・・・ゆずの強い香りで邪気を

払うとされています。ゆずの成分が血

行を良くし、体が温まります。 

 

 

＜材料＞ 

（大人２人、子ども２人分 つくりやすい

分量なので多めにできます。） 

小豆・・・１００ｇ 

三温糖・・・１００ｇ 

塩・・・ひとつまみ 

＜作り方＞ 

① 小豆を鍋に入れ、多めの水を入れ火にかける。 

② 沸騰し１０分程したら、一度茹でこぼす。 

 （「渋きり」という作業。小豆の渋みを取り除きます。） 

③ 小豆を鍋に戻し、小豆の３倍量程の水を入れ火にかけ

る。小豆がやわらかくなるまで煮る。 

④ 三温糖と塩を加え、お好みのかたさになるまで煮る。 清潔な保存容器に入れ、 

冷蔵庫で３，４日 

冷凍庫で１か月程度保存できます。 

１２月の行事食 

〇クリスマス〇 

七面鳥・・・日本ではチキンが主流ですが、本

来は七面鳥を食べます。昔アメリカに移住して

きたイギリス人が食糧難のときに、原住民のイ

ンディアンから七面鳥をもらい生き延びたとい

う言い伝えから、感謝祭やクリスマスには七面

鳥を食べる風習になったといわれています。 

〇大晦日〇 

年越しそば・・・大晦日の夜にそばを食べる習

慣は江戸時代に広まりました。細くて長いそば

のように『長生きしますように』、 

切れやすいので『厄や苦労と 

縁を切れますように』、など 

様々な意味があります。 


